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An enzyme-linked immunosorbent assay system combined with microcomputer data 
analysis was established as a quantitative assay method of immunoglobulins. The assay 
system was applied to measure IgG and IgM levels of anti-microbe antibodies in 
animals, especially mouse and rat. And now the measurement of IgG and IgM levels 

(ng/ml) of anti-Sendai virus (HVJ) antibodies in naturally infected mice is availa-
ble. The assay system could improve serodiagnosis in the specificity and sensitivity and 

in the rapid treatment of many serum samples. The operation of this system was 

performed by a microcomputer, FM 8 connected Titertek Multiskan MC. The limited 
sensitivity of this assay for IgG and IgM was 10 ng/ml and 30 ng/ml, respectively. 
Ninety-one of serum samples were positive for IgG and/or IgM (45 samples for IgG 
and IgM, 44 samples for IgG, 2 samples for IgM) to Sendai virus in the tested 279 

mouse sera, and serum titers were ranged from 1:10 to 1:12,800 in the IgG, and 

from 1:20 to 1:160 in the IgM. In these titers, serum IgG and IgM amounts were 
estimated to be 0.1 to 154 pg/ml and 0.5 to 4.8 pg/ml, respectively. Relationshipe of 
serum titers and antibody amounts were almost consisted, being judged like that approx-
imately 10 pg/ml is 1:400, 30 pg/ml is 1:1,600 in IgG, and 2.4 pg/ml is 1:80, 4 pg/ml 
is 1:160 in IgM.

マ イ ク ロ コン ピ ュー ターを 導入 したELISA法 での

免 疫 グ ロブ リン定 量 に よ るマ ウス感 染 症 の診 断

1. Sendai virus感 染 症 の血 清 学 的 診 断 法

矢 鍋 誠*,**・ 吉 田 孝 人*

*浜松医科大学医学部微生物学教室

**静岡県実験動物農業協同組合

実験小動物の微生物モニタリングの一方法としての血

清学的診断法は,診 断が特異的かつ簡便で,多 数検体の

処理が可能であるなどの理山か ら,ひ ろく内外で実施さ

れている。その反面,非 特異的な反応などにより判定に

苦慮させられることも多い。血清学的診断技術はいかな

る術式であれ,感 度とともに特異性が高く,し かも客観
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的 で な け れ ば な らな い。 抗 体 を微 量 の 単 位 ま で鋭 敏 に し

か も特 異性 を も って検 出 す る 技 術 と し て 開 発 さ れ た

Enzyme-linked immunosorbent assay(ELISA)は,

これ らの 点 を 満足 さ せ う る診 断 的価 値 の高 い方 法 と して

注 口 され て い る。 事 実,Sendai virus感 染 症(SV症)

を は じめ,Ratcoronavirus感 染 症,Kilham rat virus

感 染 症,Mycoplasma pulmonis感 染 症,Corッrtebuc

-terium kcctschcri感 染症 の診 断 に応 用 さ れ は じめ て い

る[1-4,6,8,9]。

著 者 等 も実 験 小 動 物 の 微 生 物 モ ニ タ リング にELISA

法 を 取 り入 れ る こ とに し,ELISA法 の 優 れ た 特 性 を さ

らに 高 め る方 策 と して,微 生 物 の 感 染 に 起 因 す る抗 体 を

微 量 な 単 位 まで 特 異 的 に 定 量 し,そ の 抗 体 量 を 基 に した

判 定 基 準 を 決 め,特 異性 と客 観 性 を 高 め た 血 清 学 的 診 断

法 を 確 立 した 。 さ らに コ ン ピ ュー ター 解 析 を 導 入 して 多

数 検 体 の 迅 速 処 理 を 可 能 と した 。

この 論 文 で はELISA法 を 用 い た 新 しい 血 清 学 的 診 断

法 で の 抗 体 の 定 量 法 と コ ン ピ ュー ター 解 析 の 導 入法 に つ

い て 述 べ,こ の方 法 を 利 用 して,マ ウス のSV症 の 血 清

学 的 診 断 を 実 施 して 得 た 成 績 を 報 告 す る。

材 料 お よ び 方 法

ELISA法 お よび 免 疫 グ ロブ リン 定 量 法:Fig.1に

示 した ポ リス チ レ ン プ レ ー ト(Coster,Serocluster 96-

well EIA Plate Half-area No.3690)の 第1列 を ブ ラ ン

ク と し,第2列 を マ ウス の 免 疫 グ ロブ リ ン量 を 算 出 す る

Fig. 1. A quantitative method of Sendai virus 
antibodies (IgG and IgM classes) in mouse 

    sera by ELISA. Serum IgG and IgM 
amounts were computed on comparision 
with ELISA optical density value of mouse 

purified IgG or IgM standard curve.

た め のIgGあ る い はIgM標 準 曲線 用,Wellと した 。こ

のwellに は2,400ng/ml度 に 希 釈 され た 抗 マ ウスim

- munoglobulinウ サ ギ 抗 体(Dakopatts,tjter 1,200μg/

ml)を20μl/wellず つ加 え た。 第3列 以 後 の80well

に は庶 糖 密 度 勾 配 遠 心 で 精 製 され 蛋 白濃 度10μg/mlに

調 製 され たSendai virus抗 原[3](SV-Ag)を20μl/

well加 え,室 温 に1時 間 静 置 す る こと に よ っ て 固 相 化

さ せ た。 こ のプ レ ー トを0.1%Tween 20加 リン酸 緩 衝

液(Tw-PBS)で3回 洗 浄 後,す べ て のwellに 血 清 の 非

特 異 的 吸 着 を 防 止 す る 目的 で5%Bovine Calf Serum-

PBS(BCS-PBS)を 約180μl/well加 え,室 温 で20分

間 保つblock処 理 を行 っ た。5%BCS-PBSを 除 去 後,

標 準 曲 線用 のwellに は1%BCS-PBSで8段 階 の 濃 度

に調 製 さ れ たstandard purified mouse IgGま た は

IgM(Miles Laboratories.)を それ ぞれ20μl/well加 え

た。8段 階 の 濃度 は上 段wellよ り,0ng/ml,10ng/ml,

30ng/ml,50ng/ml,100ng/ml,300ng/ml,500ng/ml,

1,000ng/mlと した。SV-Agを 固 相 化 したwellに は

5%BCS-PBSで 希 釈 され た 検 体 を20μl/well加 え た 。

抗 体 量 の定 量 精 度 を 高 あ る た め に,1検 体 の1希 釈 濃 度

に つ いて2wellを 使 用 し た。 この 後,室 温 で1時 間 反

応 させ,Tw-PBSで3回 洗 浄 した。2次 抗体 は,IgG

抗 体 を 検 出す る ため に パ ーオ キ シダ ーゼ 標 識 抗 マ ウ ス

IgG(γ 鎖特 異 的,5%BCS-PBSで1:2,000希 釈)の,

IgM抗 体 を 検 出 す るた め に パ ーオ キ シダ ーゼ 標 識 抗 マ

ウ スIgM(μ 鎖 特 異 的,5%BCS-PBSで1:500希 釈)

の,い ず れ も ウ サ ギ抗 体(Zymed Laboratories.)を 用

い,ブ ラ ン クwellを 除 い た すべ て のwellに そ れ ぞ れ

20μlず つ 加 え た。 室 温 で1時 間 反 応 さ せ た 後,Tw-

PBSで5回 洗 浄 した 。 酵 素 反 応 に はPhosphate citrate

 buffer(0.1M citric acid+0.2M dibasic sodium pho-

sphate,pH5.0)10mlに10mgのO-Phenylendiamine

を 加 え た液 に0.02%に な る よ う にH2O2を 加 え た もの を

基 質 液 と して 使 用 し た。 こ の液 を す べ て のwellに20

μlず つ加 え,遮 光 しな が ら室 温 で5～10分 間 発 色 さ せ た

後,2M硫 酸 で 反 応 を 停 止 させ た。 吸 光 度(O.D.)は

Titertek Multiskan MC(Flow Laboratories.)を 使 用

し,492nmの 波 長 でO.D.を 自動 的 に測 定 し全 デ ー タ

ーを マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ ー に入 力 した 。 検 体 のIgG

あ るい はIgM抗 体 の 量 は 同一 プ レ ー トで の標 準 曲線 に

照 して検 体 が 示 したO.D.値 か ら算 出 され た。 この 解 析

は す べ てTitertek Multiskan MCに 直 結 した マ イ ク ロ

コ ン ピ ュー タ ー(Micro 8 Fujitsu)を 用 い,Fig.2に

示 すMC curveに よ って 行 わ れ た 。 この 解 析 に か か る
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時 間 は,人手 で の 計 算 で1プ レー トあ た り約3時 間 必要

な の に対 し,マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ーで計 算 して 判 読値

を 打 ち出 して くる時 間 は6分 で あ った。

定 量 方 法 の 精 度 確 認:こ の方 法 に よ る定 量値 が マ ウ ス

の 免 疫 グ ロブ リン量 を 正 し く測 定 で き て い るか ど うか の

確 認 の た め,BALB/cCrSlcとC57BL/6CrSlc(SPF)

6カ 月 齢,雄 各10匹 の 血 清 中IgG量 とIgM量 を 測 定

し た。 この 測 定 にあ た って はSV-Agの か わ りに抗 マ ウ

スimmunoglobulinウ サ ギ 抗体 を 前 述 の 濃 度 で 固 相 化

し た プ レ ー トを 用 い た。IgG量 は2,000,4,000,8,000

10,000倍 希 釈 血 清 で,IgM量 は500,1,000,2,000,

4,000倍 希 釈 血 清 の4濃 度 で 測 定 した 値 に 希 釈 倍 数 を 乗

じ,そ の平 均 し た も の を1m1中 のIgGお よ びIgM

量 と した。 こ の値 は 夏 梅[7],KIUCHI et al.[5]が 報

告 して い る マ ウ ス免 疫 グ ロ ブ リン量 と比 較 検 討 し た。

判 定 基 準:Sendai virusに 感 染 して い な い こ とが 補

体 結 合 反 応 で 確 認 され て い る6系 統 の マ ウス,BALB/c

CrSlc,C3H/HeSlc,C57BL/6CrSlc,DBA/2CrSlc,

Slc:ddY,Slc:ICR(SPF)の6カ 月 齢,雄 雌,各 系 統

20匹 の1:10希 釈 血 清 濃 度 に お け るIgGとIgMの

O.D.値 を 測定 し,Sendai virus非 感 染 血 清 に お け る

背 景 デ ー タ ー と し た。 ま た,IgGあ る い はIgMの 平 均

標 準 曲線(20曲 線 分)のO.D.値 か ら 測 定 限 界 低 値 を

決 め,こ の2つ の成 績 を 基 に して 判 定 基 準 を 決 め た。

被 検 血 清:8機 関 よ り入 手 し た マ ウス 原 血 清 あ るい は

1:5希 釈 血 清 の279検 体 を 用 い た。 これ らの 血 清 は 数

系 統 の マ ウ スか ら採 取 し たが,一 部 の マ ウ スは 系 統 名 不

明 で あ っ た。

ELISAス ク リーニ ン グ:279検 体 の 血 清 を1:10お

よ び1:20希 釈 血 清 と し,SV-Agに 対 す るIgG抗 体

は1:10,IgM抗 体 は1:20希 釈 血 清 で ス ク リーニ ン

グ を行 った。 陽 性 と判 定 され た もの につ い て は 抗体 価 と

免 疫 グ ロ ブ リン量 を 測 定 し た。

ELISA抗 体 価 お よび 免 疫 グ ロ ブ リン量:IgG抗 体 は

1:100希 釈 か ら2段 階倍 数 希 釈 で8段 階,IgM抗 体 は

1:20希 釈 か ら2段 階 倍 数 希 釈 で8段 階 まで のELISA

価 を 調べ た。 ま た,IgG抗 体 が1:100希 釈 濃 度 で 陰 性

と 判 定 さ れ た検 体 は1:10希 釈 か ら2段 階 倍 数 希 釈 で 再

試験 を行 った。IgGお よ びIgMに 低 力 価(1:10～1

:80)で あ っ た検 体 に つ いて はBCS対 照wellを 置 く

こ とに よ って 非 特 異 的 な反 応 と区 別 し た。IgGとIgM

抗 体 量 は各 希 釈 濃 度 で 測 定 され た定 量 値 に 希 釈 倍 数 を 乗

じ,そ の 平 均値 を 血清1ml中 の 抗 体量 と した 。IgG抗

体 が 高力 価(1:≧3,200)の 検 体 は エ ン ドポ イ ン トよ り

5管 上 まで の値 を 平 均 して 抗 体 量 と した。

抗 体 量 か ら抗 体 価 の 推 定:血 清1希 釈 濃 度 で 測 定 した

抗 体 量 か ら抗 体 価 の 推 定 を 試 み た。IgGとIgMの

ELISA価 が 判 明 して い るそ れ ぞ れ16検 体 の 血清 に つ い

て,IgGは1:400希 釈 濃 度 で,IgMは1:20希 釈 濃

度 の1濃 度 で 測 定 し た抗 体 量 か らELISA価 を推 定 し,

既 知 抗 体 価 と比 較 検 討 した 。

成 績

1)定 量 方 法 の精 度 確 認:BALB/cお よ びC57BL/6

(6カ 月 齢,雄)の 血 清 中IgGとIgM量 をTable1

に 示 した。BALB/cのIgG量 は1,111μg/ml(830-

1,348μg/ml),IgM量 は352μg/ml(286-390μg/ml),

C57BL/6のIgG量 は984μg/ml(633-1,818μg/ml),

IgM量 は316μg/ml.(229-458μg/ml)と 測 定 され た。

この 値 は夏 梅[7]が 報 告 し て い るBALB/cお よ び

C57BL/6(6カ 月 齢,雄)の 血 清 中IgG量 が それ ぞれ

1,956μg/mlと1,015μg/ml,IgM量 が そ れ ぞ れ171μg/

mlと265μg/mlの 値 と,Kiuchi et al.[5]が 報 告 して

い るE.coli-monocontaminatedマ ウ スの 血 清 中IgG

量50mg/dl,ま たConventionalマ ウ スの 血 清 中IgG

量180mg/dlの 値 か らみ て,SPFマ ウ ス の血 清 に含 有

され て い るIgGとIgM量 の 範 囲 に あ る も の と考 え ら

れ,こ の方 法 に よ る 測 定 が マ ウ ス免 疫 グ ロブ リ ン量 を適

切 に 定 量 し得 る もの と判 断 さ れ た。

2)判 定 基 準:Sendai virus非 感染 血 清 に お け る背 景

デ ー タ ーをTable2に 示 し た。1:10希 釈 血 清 で の 各

系 統 の 平 均O.D.値 はIgGが6系 統 と も に0.1以 下 の

値 で あ った の に対 し,IgMはBALB/cが0.118,C3H

/Heが0.103,C57BL/6が0.108,ICRが0.102の 値

を 示 した。 これ らの値 はIgM標 準 曲 線 か ら20～30ng/

mlと 判 読 され る もの で あ った。 ま た,IgMに 対 して 高

いO.D.値 を 示 した血 清 はBCS対 照wellで もほ ぼ 同

等 のO.D.値 を 示 し た。

Fig.3にIgGお よ びIgMの 平 均 標 準 曲 線 を 示 す。

Table 1. Serum IgG and IgM content of 6 month-
old mice (male) estimated by ELISA 
method

Mean value of 10 mice, with range in parenthesis.
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Table 2. Background data of Sendai virus negative 

serum in 6 strain mice by ELISA method

a) Mice were 6 month-old, male and female 

(N=20)

b) Mean of Optical Density (O.D.492) value•}S.D.

IgG標 準 曲線 で は10ng/mlのO.D.値 が0.121±

0.023,IgM標 準 曲線では30ng/mlのO.D.値 が0.122

±0.039の 値であった。この値と背景データーの成績を

比較すると,こ の方法での測定限界低値はIgGが10ng

/ml,IgMが30ng/mlと 判断された。

この成績 からスクリーニングでIgGが10ng/ml以

上,IgMが30ng/ml以 上 と判読されたものを一応陽

性とし,最 終的には抗体価を測定 して判定した。低力価

のものについては非特異的な反応と区別し難い場合があ

るので次の基準をもうけて判定した。(1),被 検血清1:

10希 釈(IgG),1:20希 釈(IgM)で 対照のBCSが

0ng/mlと 判読された場合,抗 原加wellが 陽性を示し

た最高希釈をもって抗体価 とした。(2)1,(1)のBCS対 照

が1ng/ml以 上 と判読された場合,BCS対 照が0ng/

mlと 判 読された希釈濃度で,抗 原加wellが 陽性を示

し,そ の差が1管 以上ある最高希釈をもって抗体価とし

た。(3),被 検血清を 希釈したにもかかわらず,BCS対

Fig.3 Mean standard curve of mouse purified IgG 
and IgM. The sensitivity limit of this

 determination for IgG and IgM was 10ng/ml, 
30ng/ml, respectively, comparing with the 
results of table 2.

照および抗原加wellに おいて同値を示した場合は,判

定不能とした。

3)ELISAス ク リーニング:8機 関より入手した279

供試血清のスクリーニングの 結果をTable3に 示す。

8機 関のうち6機 関より入手した95/240検 体がIgGと

IgM抗 体あるいはそのどちらかに 陽性と判定された。

IgG抗 体 に陽性と判定されたものは89検 体,IgM抗 体

に陽性と判定されたものは51検 体であった。

Table 3, Results of ELISA screening for anti-Sendai virus antibody in mouse sera
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Table 4. Results of ELISA titration for anti-Sendai virus antibody in naturally infected mouse sera

* No . of positive.

** Nonspecific reaction.

Table 5. Relationship of ELISA titer and antibody amounts in Sendai virus positive mouse sera

* Number of positive sera .
** Mean value of IgG or IgM amount , with range in parenthesis.

4)ELISA抗 体 価 お よび 免 疫 グ ロブ リン量 との 関 係:

95検 体 の抗 体 価 をTable4に 示 す 。IgG抗 体 に 陽 性 と

判 定 され た89検 体 の抗 体 価 の範 囲 は1:10～1:12,800

で あ った。 こ の うち91.0%(81検 体)の もの が1:200

～1:6,400の 範 囲 に,58.4%(52検 体)が1:1,600と

1:3,200の 中 に 含 まれ て い た。 一 方IgM抗 体 に 陽性

と判定 さ れ た51検 体 の抗 休 価 の 範 囲 は1:20～1:160ま

で で あ り,78.4%(40検 体)の もの が1:20〓1:40の

力 価 で あ っ た。 ま たIgM抗 体 の み に 陽 性 と判 定 され た

6検 体 の うち4検 体 が,BCS対 照wellで も ほ ぼ 同 等
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Table 6. Relationship of ELISA titer obtained at titration and predict titer at one dilution test in 

Sendai virus naturally infected mouse sera

A : ELISA IgG titer and average value of antibody amount.

B ; Predict titer and IgG amount at 1: 400 dilution serum.

C : ELISA IgM titer and average value of antibody amount.

D : Predict titer and IgM amount at 1: 20 dilution serum.

のO.D.値 を示し,非 特異的な反応 として処理された。

この結果IgM抗 体のみに陽性と判定されたものは2検

体となり,最 終的には91検 体がSV-Agに 対する抗体陽

性と判定された。

IgGとIgM抗 体価の関係をみるとIgG抗 体が高力

価なのに対 し,IgM抗 体は低力価 で あ った。IgGと

IgM抗 体 ともに陽性と判定されたものについてみても

Aグ ループの2検 体を除きすべてIgG抗 体が高い値を

示した。IgM抗 体 の方が高い値を示した2検 体の抗体

価は1検 体がIgG 1:10,IgM 1:20,残 り1検 体が

IgG 1:80,IgM 1:160の 力価であった。 また,こ の

グループにはIgM抗 体のみ陽性 と判定された2検 体が

含まれており,と もに1:20の 抗体価であった。

Table 5に 抗体価と免疫グロブ リン量との関係を,各

抗体価で測定された抗体量の範囲とその平均 値 で 示 し

た。IgG抗 体量は0.1μg/mlか ら154.3μg/mlま で,

IgM抗 体量は0.5μg/mlか ら4.8μg/mlま でと 測定さ

れ,抗 体価と抗体量との間には相関が認められた。すな

わち,抗 体価が1管 高いものは抗体量もほぼ2倍 の量で

測定されるものであった。 しか しIgG抗 体 とIgM抗

体 とでは同じ抗体価でも測定量に差が認め られた。IgG

とIgM抗 体の定量値は各希釈濃度で測定された値の平

均値で示したが,低 希釈濃度では低く,高 希釈濃度では

高く測定される傾向が認められた。

5)既 知抗体価と推定抗体価との 比較:Table 6に は

既知抗体価と1希 釈濃度で測定した抗体量から推定した

抗体価との比較を示した。 この推定にあたってはTable

 5の 成績の平均抗体量を基にした。IgG抗 体価は既知

抗体価よりも1管 高 く推定されたものが2/16検 体,1

管低 く推定されたものが3/16検 体であった。IgM抗 体

価は既知抗体価より高 く推定されたものはな く,1/16検

体 のみが1管 低 く推定された。 この成績からIgG抗 体

価は1:400希 釈で,IgM抗 体価は1:20希 釈の1濃 度

で測定された抗体量で抗体価を推定し得るものと判断さ

れた。

考 察

今回,わ れわれが確立 した血清学的診断技 術 の 特 徴

は,ELISA法 の優れた特性に,微 生物の感染に起因す
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るIgG抗 体およびIgM抗 体をng/mlの 単位まで特

異的に定量する技術を確立 して,判 定基準を明確にし,

診断の精度と客観性を高めたこと,そ れに加えマイクロ

コンピューター解析を導入 し,多 数検体の迅速処理を可

能にしたことである。

実験小動物の感染症の血清学的診断技術の中で,抗 体

量をもって感染の有無を診断する技術の報告は見当らな

い。従来の方法では抗体の相対的な量を単位または力価

として表示し,そ の判定基準は非特異反応の最高値をわ

ずかに越える血清希釈倍数をもって特異抗体の陽性限界

としているのが通常である。 しか し,わ れわれの方法は

特異抗体の陽性限界を特異的な抗体を定量することによ

り,少 しでも向上させ,血 清学的診断技術に常につきま

とう非特異的な反応を特異的な反応か ら区別する試みで

もある。これは,標 準曲線と背景データーか ら割り出し

た測定限界低値を基にした判定基準か ら,あ る程度達成

された。その結果,精 度と客観性の高い診断が実施可能

になったのである。 さらにIgG抗 体 とIgM抗 体 レベ

ルで血清学的診断を実施するのも精度を高めた1要 因と

考えられる。

ELISA法 へのコンピューター解析の導入を検討した

報告も実験小動物の感染症の血清学的診断技術の中には

見当らない。抗体を定量する技術はコンピューター解析

の導入により初めて多数の検休を迅速に処理可能なもの

とした。

更に,こ のSV症 の診断実施で得た成績から,精 度の

高い血清学的診断を実施できることが確認された。供試

された279検 体のうちIgG抗 体 に対して 非特異的に反

応していると考えられる血清は1例 も認められ な か っ

た。しかしIgM抗 体に対 しては4検 体の血清が非特異

的と思われる反応により判定不能として処理された。 こ

の原因はIgM抗 体 の背景O.D.値 が高いことにある。

今後,IgM抗 体の背景O.D.値 を下げることにより精

度をさらに高めることが可能と思われ,こ れは次の課題

となろう。また,今 回の成績の 中 で,Aグ ル ー プの

IgM抗 体が高率で,し かも単独で検出されている検体

が認められた成績は,感 染初期抗体を検出していること

を示している。感染初期抗体の確認可能な診断技術は血

清学的診断を実施する上で重要なことであることは言及

するまでもない。

一方
,抗 体量と抗体価の間に相関が認められた成績,

および血清の1希 釈濃度で測定した抗体量から抗体価を

推定し得た成績は,抗 体定量技術の利点といえ,今 後,

検査手技を簡便にする1手 段 として利用できることを示

唆 して い る。 ま た,こ れ らの 成 績 と体 験 を 基 礎 に して 他

の感 染 症 の血 清 学 的 診 断 を 開 発 す る こ とが 可 能 に な っ

た。

しか し なが ら,わ れ わ れ の 目的 は,よ り鋭 敏 で 特 異 性

の高 い 診 断 技 術 を 実 験 小 動 物 の微 生 物 モ ニ タ リン グへ 導

入 す る こ とで あ り,今 後,検 査 項 目を 増 や し,更 に,こ

の方 法 に改 良 を 加 え て 行 き,血 清 学 的 診 断 法 を 用 い た微

生 物 モ ニ タ リン グ の指 針 を作 製 し た い。

要 約

微 生 物 の感 染 に起 因 す る抗 体 を コ ン ピ ュ ー タ ー解 析 を

導 入 し たELISA法 で 定 量 す る こ と に よ って,新 しい 診

断 法 を 確 立 し た。 マ ウ スSendai virus自 然 感 染 例 で の

診 断 を 実 施 し た と こ ろ,多 数 の 検 体 処 理 が 迅 速 に,よ り

精 度 の 高 い もの と して 可 能 と な っ た。Sendai virusに

対 す る マ ウス のIgGとIgM抗 体 の 定 量 はstandard

 purified mouse IgGま た はIgMの 定 量 曲 線 に 照 して

検 体 が 示 したO.D.値 か ら算 出 され た 。 この 操 作 は す べ

てTitertek Multiskan MCに 直 結 した マ イ ク ロ コ ン ピ

ュー ター(Micro 8)で 行 わ れ た。 測 定 限 界 低 値 はIgG

で10ng/ml,IgMで30ng/mlで あ った。Sendai virus

抗 体 陽性 と 判 定 さ れ た91検 体 の うち45検 体 がIgGと

IgM抗 体 陽 性,44検 体 がIgG抗 体 の み,2検 体 がIgM

抗 体 の み 陽性 で,抗 体価 はIgGが1:10～1:12,800,

IgMが1:20～1:160で あ った 。 この 抗 体 価 で の 抗 体

量 はIgGで0.1～154μg/ml,IgMで0.5～4.8μg/ml

と判 読 され た。 抗 体 価 と抗 体 量 の 間 に は 相 関 関 係 が 認 め

られ,IgG量 が 約10μg/mlと 判読 さ れ た時 は1:400,

30μg/mlの 時 は1:1,600,IgM量 が 約2.4μg/mlの 時

は1:80,4μg/mlの 時 は1:160の 抗 体価 と判 定 さ れ

た 。
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